
資料 1

平成30年度予算 (案)のポイント

予算編成のポイント

平成 30年 2月 13日
小 樽 市 財 政 部

数値は概数のため、端数1ま合わなもヽことがある。

前年度比は、平成29年度当初予算額との比較

算 模 			 χ 〃ス	 ィノだ?ι 'て
な〃′蛸 ク予算チ顔蒙 rθ定補正分)との比較

※

※

規予

○主要事業
総合戦略に掲げた『訪れる人を魅了し、暮らす人に1ま優しい、市民幸福度の高し`ま

ちJの将来都市像の実現に向けた重点的な施策の展開
あずましい暮らしプロジェクト

〔鮮番芳霙言F争管〒;雷鼻肇黙曇纏奪量彗房髪袴馨曇昌堀慇魔li″籍倉藝雰爵鯛者警〕
樽う子プライド育成プロジェクト

にぎわい再生プロジェクト

あんじん絆再生プロジェクト

○将来を見据えた諸課題への対応
公共施設再編計画や個別施設計画の策定経費、新市民プーィレと総合体育館の複合

施設整備に向けた経費、既存施設の老朽化対策など

○財政健全化に向けた取組を、引き続き継続
必要性 ,有効性を検証し、事業を厳選
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①	一般会計	55

特Bll会計

企業会計

(前年度当初予算比

(前年度当初予算比

(前年度当初予算比

+6.4億円	+1.2%)
仁 ′′億円	五 /.′%ノ

▲16.5億円	 ▲ 4.5%)

▲ 1.4億円	 ▲ 0.6%)
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②

　

③

9.1億円

6.4億円

5.3億円

全 会 計 1,150.8億 円	 舗年度当初予算比 ▲11.5億円	 ▲ 110%)

仁 ZJ解 7■ 2/妙
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3収 入 状 況

② 	 必要な∵般財源					355.4億 円 (前年度当初予算比 +0.8億円 2.8%)

仁 ′/億円▲θθ%ノ

③ 	 財 源 不 足 額					 ▲20.1億 円 (前年度当初予算比 +11_3億円)

仁 θ′潅摯リ

④ 	 財	源	対	策					 過疎債ソフト分の充当 (2.2億円)、
財政調整基金の取崩じ (17.9億 円)により、
収支均衡予算を編成
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３入収源財般一①

○	 市税|よ、前年度とほぼ同額で見込む。地方譲与税や地方消費税
交付金などの交付金については、増額が見込まれる。

○	 実質的な地方交付税について1よ、国の地方財政対策に基づき
29年度決算見込額より減で見込む。
なお、特lll交付税|ま前年度同様に当初予算で計上。
※実質的な地方交付税・・・普通交付税十臨時財政対策fi

O	 平成30年度も弓lき続き、予算編成に財源不足が生じている。

○	過疎債ソフト分の充当及び財政調整基金の取崩しなどにより、
収支均衡予算を編成。
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